
 

 

 
 

 

 
定
額
減
税
と
電
帳
法
の
対
策
交
流
会 

22
日
・
23
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
レ

ジ
メ
に
沿
っ
て
説
明
し
な
が
ら
気
軽
に

質
問
で
き
る
よ
う
に
進
行
し
ま
し
た
。

減
税
の
対
象
、
税
額
、
所
得
税
と
住
民

税
の
取
り
扱
い
の
違
い
、
実
際
の
事
務

の
流
れ
な
ど
を
確
認
。
参
加
者
か
ら
は

定
額
減
税
に
つ
い
て
、
思
っ
て
い
た
よ

り
難
し
い
も
の
じ
ゃ
な
い
の
で
安
心
し

た
、
住
民
税
の
徴
収
は
何
も
や
る
こ
と

が
な
い
の
で
よ
か
っ
た
、
こ
ん
な
こ
と

な
ら
消
費
税
を
下
げ
て
ほ
し
い
、
明
細
書
に
書
か
せ
て
選
挙
目
当
て

が
よ
く
わ
か
る
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

電
帳
法
の
対
策
交
流
で
は
電
子
保
存
の
対
象
と
な
る
範
囲
や
電
子

取
引
の
定
義
と
表
計
算
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
牽
引
簿
の
作
り
方
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。
対
策
に
つ
い
て
は
ま
だ
理
解
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
参
加
者
も
多
く
、
印
刷
し
て
保
存
し
て
い
た
の
で
1
月

か
ら
の
デ
ー
タ
を
集
め
な
い
と
い
け
な
い
た
め
息
交
じ
り
の
声
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

伝
言
板 

吹
田
民
主
商
工
会
第
61
回
定
期
総
会 

吹
田
商
工
協
同
組
合
第
49
回
定
期
総
代
会 

日
時 

6
月
28
日
（
金
）
19
時
00
分
（
開
場
18
時
30
分
） 

場
所 

吹
田
民
商
会
館 

代
議
員
は
各
支
部
の
定
期
総
会
で
行
な
い
ま
す
。
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
支
部
役
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

青
年
部
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流
会 

5
月
6
日
（
月
・
休
）
12
時
00
分
～
15
時
00
分 

吹
田
民
商
会
館
1
階
お
よ
び
駐
車
場 

参
加
費 

部
員
２
０
０
０
円 

一
般
２
５
０
０
円 

子
ど
も
５
０
０
円 

初
参
加
１
０
０
０
円 

参
加
申
込
は
4
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
民
商
事
務
所
へ 

 

無
料
法
律
相
談 

5
月
16
日
（
木
）
13
時
00
分 

民
商
会
館 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
の
出
張
相
談
会
で
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
必
ず
予
約
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

大
阪
府
令
和
６
年
度
新
事
業
展
開
テ
イ
ク
オ
フ
支
援
事
業 

【
予
告
版
】
の
ご
案
内 

令
和
６
年
度
新
事
業
展
開
テ
イ
ク
オ
フ
支
援
事

業
（
補
助
金
、
伴
走
支
援
）
の
予
告
版
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
は
予
告
版
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
申
請
方
法
や
そ
の
他
詳
細
は
令
和
６
年

５
月
中
旬
に
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

大
阪
府
商
工
労
働
部 

中
小
企
業
支
援
室
経
営
支
援
課 

経
営
革
新
グ
ル
ー
プ 

吹
田
事
件 

市
と
議
会
は
対
応
の
是
正
を 

2
月
の
吹
田
市
議
会
で
自
民
党
議
員
が
１
９
５
２
年
の
吹
田
事

件
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
市
立
図
書
館
の
紹
介
文
を
修
正
さ
せ
る
こ

と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
自
民
党
議
員
は
吹
田
事
件
を
裁
判
で
否

定
さ
れ
た
資
料
や
主
張
を
根
拠
に
「
政
治
的
な
武
装
デ
モ
」
と
し
、

執
行
猶
予
付
き
罰
金
判
決
と
い
う
実
質
無
罪
で
あ
る
「
威
力
業
務
妨

害
」
の
記
載
を
求
め
ま
し
た
。
吹
田
市
は
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
や

資
料
調
査
を
行
わ
ず
に
、
一
議
員
の
主
張
の
ま
ま
文
章
を
修
正
し
て

い
ま
す
。
こ
の
対
応
は
関
係
者
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
名
誉
回
復
に
努
め
て
き
た
吹
田
市
の
対
応
か
ら
も
反
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
市
の
対
応
の
問
題
を
指
摘
し
た
日
本
共
産
党
市

議
の
討
論
を
議
長
が
議
事
録
か
ら
削
除
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
吹
田
事
件
と
は 

 

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
の
植
民
地
と
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
半
島

は
解
放
さ
れ
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
が
南
北
に
分
け
て
分
割

占
領
さ
れ
、
そ
の
後
大
韓
民
国
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
が
成

立
。
１
９
５
０
年
6
月
に
内
戦
が
勃
発
し
朝
鮮
戦
争
が
は
じ
ま
り

ま
す
。
日
本
は
韓
国
を
直
接
支
援
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
前
進
基
地
と

さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
や
そ
の
政
策
を
批
判
す
る
と
「
占
領
政
策

違
反
」
と
さ
れ
、
国
内
で
の
デ
モ
や
集
会
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
朝
鮮
戦
争
か
ら
2
周
年
と
な
る
１
９
５
２
年
６
月
25

日
、
朝
鮮
戦
争
に
反
対
し
平
和
を
求
め
る
集
会
が
豊
中
市
内
で
開
か

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
翌
朝
、
吹
田
操
車
場
や
吹
田
市
内
へ
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
警
察
が
弾
圧
。
「
騒
擾
（
そ
う
じ
ょ

う
）
事
件
」
と
し
て
250
人
を
逮
捕
、
111
人
を
起
訴
し
ま
し
た
。
う

ち
49
人
は
反
戦
行
動
に
と
も
に
立
ち
上
が
っ
た
在
日
朝
鮮
の
人
々

で
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
吹
田
事
件
で
す
。
被
告
の
弁
護
団
は
検

察
側
の
証
拠
や
主
張
を
悉
く
跳
ね
返
し
、
「
本
件
デ
モ
行
進
の
実
態

と
目
的
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
表
現
の
自
由
の
行
使
」
と
認
め
さ
せ
、

63
年
に
大
阪
地
裁
で
全
被
告
の
無
罪
を
勝
ち
取
り
、
最
高
裁
の
上

告
棄
却
ま
で
20
数
年
に
及
ぶ
裁
判
闘
争
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

デ
モ
に
参
加
し
被
告
と
な
っ
た
方
々
は
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
ま
で

も
失
職
し
、
被
告
の
う
ち
6
人
が
裁
判
中
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
朝
鮮
人
の
被
告
は
家
族
と
の
生
き
別
れ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

平
和
を
求
め
た
行
動
に
参
加
し
た
被
告
は
苦
し
い
生
活
を
長
期
に
わ

た
っ
て
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
長
期
に
及
ん
だ
裁
判
闘
争
は
検
察
側
が

デ
モ
参
加
者
の
弾
圧
を
目
的
と
し
て
「
騒
乱
罪
」
を
適
用
し
て
刑
事

告
発
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
こ
れ
ら
の
経
過
か
ら
吹
田
市
は
市
政

50
周
年
記
念
の
際
、「
吹
田
騒
擾
事
件
」
と
し
て
い
た
呼
称
を
修
正

し
、
記
念
誌
に
は
訂
正
文
を
挟
み
、
関
係
者
の
名
誉
回
復
に
努
め
て

い
ま
し
た
。 

 

吹
田
事
件
の
真
相
を
語
り
、 

行
政
と
議
会
に
是
正
を
求
め
る
市
民
集
会 

5
月
18
日
（
土
）
14
時
30
分
開
会
（
14
時
開
場
） 

吹
田
市
立
岸
部
市
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

（
Ｊ
Ｒ
岸
辺
駅
南
口
か
ら
徒
歩
9
分
・
阪
急
正
雀
駅
徒
歩
2
分
） 

問
い
合
わ
せ
先 

shimin.suita[gmail.com 080
—9126

-1952 

 


